
令和 元元元元 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所�基本情報�、公表センターページ�閲覧し�ください。（↓こ�URLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○

1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特�力を入れ�いる点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 1790200115
七尾市�中心部�市役所�裏�あり、昔�がら�商店街があり、病院、食品スーパー、美容院��が歩い�いけ
る距離�あります。利用者様�ご家族�運転免許所�い方�も七尾駅が徒歩5分���、公共交通機関利用�
便利�す。町�中�すが玄関前�小さい畑を手作りし、一緒�畑�野菜を育�収穫し食事�取り入れ�います。
晴れた日�散歩�行ったり、買物�もいきます。夜間も明るく安全�す。施設内外�8台�防犯カメラを設置し�い
ます。職員�い�も笑顔を大切�、「聴く・わかる・思いやる・守る」を毎日�行動指針�し�、利用者様本位�ケア
を実地し�います。2ユニット�すが、仕切りが�い��利用者様もお互い�思いやり助け合い�がら生活され�
いる温かみ�あるホーム�す。利用者様がご自分�出来るこ��ご自分�し�いただくよう�支援し�います。協
力医療機関があり、月２回�往診、夜間急変時も対応可能��っ�います。母体�老健施設があるため、利用者
様�状態変化�もご相談も可能�、状態が重く�った場合�老健施設へ�入所相談も可能�す。

法人名 医療法人社団　英寿会

事業所名 グループホーム　こうさか

所在地 石川県七尾市相生町72番地

自己評価作成日 令和元年１１月18日 評価結果市町村受理日

【外部評価�確認した事業所�優れ�いる点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/ ４年目を迎えるグループホーム�あるが、も��クリニック�し�地域�医療面�貢献し�きた施設を建
�直したこ��、同法人が建�た２件目�グループホーム�あるこ�から、医療����がりもあり、介
護�ノウハウも豊富�ある。看取り�行わ�いが、同法人�老人保健施設��連携が図れ�おり、本
人や家族へ�信頼も厚い。クリニック開業時から�地域����がりも大切�され�おり地域�根差し
た支援を行っ�いる。職員�同法人間��異動が可能�あり、離職防止��っ�いる。ホーム内外�
防犯カメラが設置され�いる。入居者転倒時�状況を確認し、改善点を検討するこ�や職員�虐待抑
制�活用され�おり、契約時�趣旨を説明し、了解を得�いる。

評価機関名 特定非営利活動法人シナジースマイル

所在地 石川県金沢市千木町リ１２９番地

訪問調査日 令和元年１１月２７日

Ⅴ．サービス�成果�関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59�日頃�取り組みを自己点検したうえ�、成果��い�自己評価しますⅤ．サービス�成果�関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59�日頃�取り組みを自己点検したうえ�、成果��い�自己評価しますⅤ．サービス�成果�関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59�日頃�取り組みを自己点検したうえ�、成果��い�自己評価しますⅤ．サービス�成果�関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59�日頃�取り組みを自己点検したうえ�、成果��い�自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　�　成　果
　　↓該当するも��○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　�　成　果
　　↓該当するも��○印

60
職員�、利用者�思いや願い、暮らし方�意向
を掴ん�いる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全��利用者�

67

職員�、家族が困っ�いるこ�、不安�こ�、求
め�いるこ�をよく聴い�おり、信頼関係が�き
�いる
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全��家族�
2. 利用者�２/３くらい� 2. 家族�２/３くらい�
3. 利用者�１/３くらい� 3. 家族�１/３くらい�
4. ほ�ん�掴ん�い�い 4. ほ�ん��き�い�い

61
利用者�職員が、一緒�ゆったり�過ごす場面
がある
（参考項目：18,42）

1. 毎日ある

68
通い�場やグループホーム�馴染み�人や地
域�人々が訪��来�いる
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日�よう�
2. 数日�１回程度ある 2. 数日�1回程度
3. たま�ある 3. たま�
4. ほ�ん��い 4. ほ�ん��い

62
利用者�、一人ひ�り�ペース�暮らし�いる
（参考項目：42）

1. ほぼ全��利用者が

69

運営推進会議を通し�、地域住民や地元�関
係者����がりが拡がったり深まり、事業所
�理解者や応援者が増え�いる
（参考項目：4）

1. 大い�増え�いる
2. 利用者�２/３くらいが 2. 少しず�増え�いる
3. 利用者�１/３くらいが 3. あまり増え�い�い
4. ほ�ん�い�い 4. 全くい�い

63
利用者�、職員が支援するこ��生き生きした
表情や姿がみられ�いる
（参考項目：40,41）

1. ほぼ全��利用者が

70
職員�、活き活き�働け�いる
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全��職員が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 職員�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 職員�１/３くらいが
4. ほ�ん�い�い 4. ほ�ん�い�い

64
利用者�、戸外�行きたい�ころへ出かけ�い
る
（参考項目：53）

1. ほぼ全��利用者が

71
職員から見�、利用者�サービス�おおむ�満
足し�いる�思う

1. ほぼ全��利用者が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 利用者�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 利用者�１/３くらいが
4. ほ�ん�い�い 4. ほ�ん�い�い

65
利用者�、健康管理や医療面、安全面�不安�
く過ごせ�いる
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全��利用者が

72
職員から見�、利用者�家族等�サービス�お
おむ�満足し�いる�思う

1. ほぼ全��家族等が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 家族等�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 家族等�１/３くらいが
4. ほ�ん�い�い 4. ほ�ん��き�い�い

66
利用者�、そ�時々�状況や要望�応じた柔軟
�支援�より、安心し�暮らせ�いる
（参考項目：28）

1. ほぼ全��利用者が
2. 利用者�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが
4. ほ�ん�い�い
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次�ステップ�向け�期待したい内容

Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営
1 （1） ○理念�共有�実践

地域密着型サービス�意義をふまえた事業所理
念を�くり、管理者�職員�、そ�理念を共有し�
実践���げ�いる

2 （2） ○事業所�地域���きあい

利用者が地域���がり�がら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域�一員�し�日常的�交
流し�いる

3 ○事業所�力を活かした地域貢献

事業所�、実践を通じ�積み上げ�いる認知症�
人�理解や支援�方法を、地域�人々�向け�
活かし�いる

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議��、利用者やサービス�実際、
評価へ�取り組み状況等��い�報告や話し合
いを行い、そこ��意見をサービス向上�活かし
�いる

5 （4） ○市町村��連携

市町村担当者�日頃から連絡を密�取り、事業所
�実情やケアサービス�取り組みを積極的�伝
え�がら、協力関係を築くよう�取り組ん�いる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

母体�ある法人�運営理念を毎朝�朝礼、申し送り時�
職員�唱和し�いる。
ホーム独自�運営理念�し��、「笑顔�楽しく過ごしま
しょう」�職員、利用者様�も�唱和し�いる。職員�行動
指針�し�、理念�同じく掲示し�ある。「聴く・わかる・思い
やる・守る」を日常業務�照らし合わせ�実践するよう�努
め�いる。常�意識し業務�取り組ん�いる。

グループホームこうさか理念�し、　「今日一日笑顔�楽し
くすごしましょう」を掲げ、日々�生活��か�おきる利用
者�ケアや職員�悩み���、一度立ち止まり、理念を振
り返るこ��、様々�困難を乗り越え�きた�管理者�経営
者�話される。また、「聴く・わかる・思いやる・守る」を日常
�業務�照らし合わせる行動指針�し、迷った�きや選択
する�き�指標�し�大事�され�いる様子が見られる。
理念�ホーム内�掲示され、朝礼や申し送り時�唱和し、
勉強会���何度も学びを深める��、自分たち�ケア�
資質向上�努め�いる。

町�中�あるため、町内�美容室、理髪店、醤油屋、和菓
子屋、歯医者、かかり�け医��を利用し�いる。地域�
祭り�も出かけたり、ボランティア�方も定着し定期的�来
�いただい�いる。ホーム行事（納涼祭）�もお誘い、声掛
けをし、無料�飲み物や食べ物を提供したり�コミュニケー
ションを図っ�いる。毎日�散歩も日課��っ�いる。

３年前、法人がクリニックをし�いた場所�グループホーム
を建�た。管理者�こ�場所�生まれ育った経緯もあり、
地域��交流�基盤が�き�いる。入居者��近所�人
が多く、帰宅願望�もホーム�自分�家を行き来するこ�
�思いが緩和される��地域密着�本質を日々具現化し
�いる。また、これま��関係�おごるこ��く、地域住民
をホーム�招待する��ホーム�周知�努め、地域�高
齢者世帯を把握し、避難時��声かけする��これま�以
上�協力関係を構築し�いる。

地域�高校や専門学校福祉科�実習生を受け入れ、現
場��実習を行っ�いる。実習生受け入れ�ため�研修
�も参加し�いる。今後�認知症�相談、勉強会、防災訓
練、運営推進会議�も地域�方�も声掛けし、気軽�相
談�これるよう�形�し�いきたい。

運営推進会議�偶数月�開催し�いる。納涼祭や、救命
救急講習、避難訓練�際��委員さん�参加し�いただ
き、ご協力いただき、常�現状を報告し、意見もいただい�
いる。それをミーティング�話し合い、職員間�共有し話し
合い、より良いサービス�向上�努め�いる。

運営推進会議��市担当者や包括職員、民生委員　町会
�役員が複数名参加され、家族�参加も多い。年６回開
催され、活動報告や相互�要望��い�意見交換を重�
�いる。今年�地震があり、実際�入居者�避難した体験
を持ち、そ�時�混乱や準備�足り�さを話し合い、今後
�支援���げる��、会議�話し合われた内容を活か
す取り組みがされ�いる。

日頃から疑問点や、不安�こ�があればメールや電話連
絡�運営�関するこ����、そ�都度ご指導いただい�
いる。　入居待機状況や現在�状況等も、月�１度報告し
�いる。事業者連絡会�参加。困難事例��い�発表、相
談をしたり同業者からアドバイスをいただいたりし�いる。

２か月�１回�運営推進会議や毎月行われ�いる事業者
連絡会等を通じ、市担当者��連携も図られ�いる。経済
的問題を抱えたケースや介護へ�理解不足から支援を困
難�し�いるケースもあり、関係機関�相談し�がらよりよ
い支援���げた事例がある。また今年体験した避難�
�い�行政�提起する��、指導いただくだけ���く、介
護�現場から�意見を伝えるこ��、より良い社会資源�
確保�も尽力し�いる姿がうかがえる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

6 （5） ○身体拘束をし�いケア�実践
代表者および全��職員が「介護保険法指定基
準�おける禁止�対象��る具体的�行為」を正
しく理解し�おり、玄関�施錠を含め�身体拘束
をし�いケア�取り組ん�いる

7 ○虐待�防止�徹底

管理者や職員�、高齢者虐待防止関連法��い
�学ぶ機会を持ち、利用者�自宅や事業所内�
�虐待が見過ごされるこ�が�いよう注意を払
い、防止�努め�いる

8 ○権利擁護�関する制度�理解�活用

管理者や職員�、日常生活自立支援事業や成年
後見制度��い�学ぶ機会を持ち、個々�必要
性を関係者�話し合い、それらを活用�きるよう支
援し�いる

9 ○契約�関する説明�納得

契約�締結、解約又�改定等�際�、利用者や
家族等�不安や疑問点を尋�、十分�説明を行
い理解・納得を図っ�いる

身体拘束適正化委員会を設置し、最低３か月�１回、状況
�より随時委員会を開催し�いる。身体拘束適正化マニュ
アル�基�い�、勉強会、ミーティング等�正しく理解する
よう�努め�いる。身体拘束等�あたる事例があれば必
ず、本人、家族�状況説明し、相談し書類�同意をいただ
い�いる。それ�あたる行為を行う場合�、同意を得た後
�経過や終了目安や状態をアセスメントし、そ�都度委員
会を開催し、記録を行う。玄関�常時あい�いる。ただし、
ホーム�立地条件が交通量�多い道路�面し�いるた
め、入居者様�命を最優先�考え、内側�ドア�施錠し�
いる。それ以外�拘束�行っ�おらず、身体拘束をし�い
ケアをするよう�努め�いる。入居者様が自分�靴を確認
�訴えたり、外�天気をみたい、花�水やり、散歩したい
等�訴えがある場合�そ�都度開錠する。入居者様が自
分�開けれるよう�も�っ�いる。施錠�よる心理的負荷
がかから�いよう�努め�いる。

身体拘束マニュアルが整備され�おり、身体拘束適正化
委員会を設置し、自分たち�ケアを振り返る機会を作っ�
いる。玄関前が交通量が多いこ�から、安全確保�ため日
中から施錠され�いる。しかし、入居者自身�鍵を開ける
こ�も�きよう��っ�おり、散歩�行きたい入居者��職
員が同行する��、自由�出入り�確保され�いる。何気
�い声かけ�も管理者�注意を払っ�おり、職員間�考え
る機会を持っ�いる。また、介護�基本�ある身体拘束�
�い�トイレ�紙を�り、トイレ�たび�目��いるよう�
工夫をされ�いるこ�からも、取り組み�深さが感じ取れ
る。

２ニット�あるが、仕切り��いホーム�ある。職員�２４
時間最低２人以上いるため、お互い�監視�きる状況。フ
ロア��４台�防犯カメラが設置、常時録画され�いる。
委員会を設置。虐待防止マニュアルを各ユニット�１部ず
�設置。玄関��一部掲示し�ある。管理者、職員�常�
�ういったケースが虐待���がる�かを常�注意を配
り、万が一あった場合�見過ごされるこ�が�いよう速や
か�管理者、責任者�報告する。月１回�ミーティング�
も意識向上�努める。職員全体が虐待防止�努め�い
る。社内外�研修�も順次参加し理解を深め�いる。

管理者、責任者、介護支援専門員�成年後見制度�セミ
ナーを受講したこ�がある。ホーム��勉強会�受講した
こ�を必ずフィードバックし�いる。現入居者様�制度を必
要�し�いる人�い�いため支援��き�い�い。各今後
もセミナーへ�受講し�い�い職員�参加を促し、受講す
る機会を設け�いる。

十分�説明を行い、疑問点�も答え�いる。入居後�起き
る可能性があるリスク��い�も説明をし理解、納得をし
�いたただるよう�努め�いる。ご家族�不安�も十分�
耳を傾け不安を少し�も軽減�きるよう�支援するよう�
努め�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

10 （6） ○運営�関する利用者、家族等意見�反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員�
らび�外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
�反映させ�いる

11 （7） ○運営�関する職員意見�反映

代表者や管理者�、運営�関する職員�意見や
提案を聞く機会を設け、反映させ�いる

12 ○就業環境�整備

代表者�、管理者や職員個々�努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
��、各自が向上心を持っ�働けるよう職場環境・
条件�整備�努め�いる

13 ○職員を育�る取り組み
代表者�、管理者や職員一人ひ�り�ケア�実
際�力量を把握し、法人内外�研修を受ける機会
�確保や、働き�がらトレーニングし�いくこ�を
進め�いる

14 ○同業者��交流を通じた向上

代表者�、管理者や職員が同業者�交流する機
会を作り、ネットワーク�くりや勉強会、相互訪問
等�活動を通じ�、サービス�質を向上させ�い
く取り組みをし�いる

ご家族から意見、要望、苦情等があった場合、伝達事項
ノート、申し送り帳�記録し職員全体�内容を把握し、話し
合いをし対応するよう�し�いる。利用者様��常日頃�
関わり��か�意見や要望を傾聴し、介護記録�内容を
記入し、職員全体�把握、共有し、ミーティング�それが実
現�きるよう�検討し実践し�いけるよう�努め�いる。玄
関�苦情箱を常時設置し�あるがクレーム�口頭�直接
言っ�くださるこ�が多い��そ�都度伝達事項ノート�共
有し早急�対応改善するよう�努め�いる。

日頃から家族��会話を大切�考え�おり、信頼関係を築
き、より良いケア�努め�いる。直接言い�くい家族��
玄関先�ご意見箱を設置し、意見�集約を行っ�いる。潔
癖症�集団生活が難しい�思われる入居者�も長い時間
をかけ�関係性を作り、家族��何度も話し合いを重�、
根気強くケアをし続けた結果、今��穏やか��過ごされ
�いるケースもあり、�ん�入居者�も前向き�あきらめ
ずかかわっ�いく姿勢がみられ、家族からも信頼され�い
る様子がうかがえる。

月�１回ミーティングを開催時�、職員１人１人�意見を発
言し、業務�改善や利用者様��い��気�き等を、職
員、ケアマネージャー、責任者、管理者、法人理事�話し
合い、良い方向�意見を反映するよう�努め�いる。それ
を通じ�職員同士�コミュニケーション�場�も�っ�い
る。

管理者夫婦が職員�同様�シフト�入っ�おり、現場�ら
���苦労や介護�困難さも一緒�感じ�いるこ�や、女
性職員だけ���く男性職員も気持ちを表出しやすい現
場��っ�いる。また職員�表情や仕草、声�トーン�違
いを感じ言葉かけを行うこ�やミーティングや食事会���
職員個々�意見を聞く機会を作る��、職員�ケア�も配
慮され�おり、離職し�い職場�くりをされ�いる。

管理者�随時、法人代表者�職員�勤務状況、現場�状
態を報告し�いる。職員が笑顔�勤務�就けるよう�声掛
けし、精神的、身体的�無理がかかっ�い�いかをみるよ
う�心掛け�いる。月�３回希望休、個々�家庭状況�よ
り夜勤�指定、日勤�時間帯勤務等�も対応するよう努
め�いる。今後�若い世代も働きやすいよう�、ま�まった
公休が�れるよう�整備をし�いきたい。時間外があった
場合�必ず手当を�け�いる。

月１回勉強会を行い管理者、責任者、ケアマネジャー含め
各職員が順番�、自分�内容を決め�勉強したこ�を発表
し�いる。自学し、発表、質問等�答えたり、意見交換する
こ��よっ�、職員、管理者含め�自己啓発�場��っ�
いる。経験年数�合わせ�外部�研修�も勤務扱い��
参加を行っ�いる。参加した職員�、参加し�い�い職員
�内容をま�め�発表するこ��自分へ�フィードバック�
�っ�いる。

事業者連絡会や社外研修等�も積極的�参加し、地域�
違う同業者�交流し、今後も情報交換、交流を続け�いく。
母体�老健施設�人事異動があり、形態�異�る職場�
働き技術を身��けられる。研修等�も積極的�参加し
サービス�質�向上�努め�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援
15 ○初期�築く本人��信頼関係

サービスを導入する段階�、本人が困っ�いるこ
�、不安�こ�、要望等�耳を傾け�がら、本人�
安心を確保するため�関係�くり�努め�いる

16 ○初期�築く家族等��信頼関係

サービスを導入する段階�、家族等が困っ�いる
こ�、不安�こ�、要望等�耳を傾け�がら、関係
�くり�努め�いる

17 ○初期対応�見極め�支援

サービスを導入する段階�、本人�家族等が「そ
�時」まず必要�し�いる支援を見極め、他�
サービス利用も含めた対応�努め�いる

18 ○本人�共�過ごし支えあう関係

職員�、本人を介護される一方�立場�おかず、
暮らしを共�する者同士�関係を築い�いる

19 ○本人を共�支えあう家族��関係

職員�、家族を支援される一方�立場�おかず、
本人�家族�絆を大切�し�がら、共�本人を支
え�いく関係を築い�いる

20 （8） ○馴染み�人や場��関係継続�支援

本人がこれま�大切�し�きた馴染み�人や場
所��関係が途切れ�いよう、支援�努め�いる

訴えがあった場合�否定せずまず傾聴し、利用者様がス
トレスを感じ�い程度��積極的�声掛け、関わりを持�
よう�努め�いる。身体的、精神的状態を把握し�がら、
本人�安心、安全を第一�考え、安心し�過ごせるよう�
関係�くり�努め�いる。

ご家族が面会時�よく話をし、常�利用者様�状態を報
告し�がら、ご家族�不安や要望�も対応し�いる。全�
記録�残し職員間�共有し、ご家族�不安解消�努め、
利用者様、ご家族双方が安心し�いただけるよう�関係�
くり�努め�いる。

よく訴えを傾聴し、本人やご家族が必要�し�いるサービ
スへ�支援�理由、原因を考え、適切�サービスが利用
出来るよう�努める。

利用者�経験や好き�事を生活歴等�把握し�、本人が
出来る事、したい事を積極的�し�いただい�いる。職員
も利用者から学んだり、双方共�良い関係が出来�いるよ
う�思う。

利用者様�生活や訴え等�情報を、ご家族�伝えたり、
サービス計画��い�も常�同意をいただいたり、定期的
�病院受診、行事へ�参加��を通し�支援�方向性を
相談し�いる。月�１回�おたより�もホーム��利用者
�状況を伝え�いる。しかし家族��家族�生活もあり、
今ま��利用者��関係性を考慮し�がら互い�歩み寄
る関係を築ける様�努め�いる。入居時��全く面会��
いご家族も、ホームから�働きかけ�よっ�、本人��関
係性も少しず�良く�っ�面会�回数が増え�いるご家族
もいる。

ホーム�い��も面会�きる状態�ある。馴染み�ある場
所�出かけられるよう�、利用者様�体調を考慮し�が
ら、支援をするよう�努め�いる。。ご家族�週�1度�必
ず面会�来られる方が多く、外出、外泊もされ�いる。お
友達が面会�来られるこ�もある。家族��遠方�ほぼ面
会��い利用者様��、お墓掃除、お墓参りや日用品�
買物等も一緒�同行し�いる。

入居者�多く�地域�方�あり、管理者自身もこ�地域�
育った�いう地�利を生かし、馴染み�関係が途切れ�い
よう、買い物や散歩�出かけるこ�や来訪者を大切�し�
いる。また個別支援�し、これま��生活習慣を大切�す
る取り組みもされ�おり、入居者がそ�人らしく生き�いく
手助けを職員全員�支え�いる様子がうかがえる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

21 ○利用者同士�関係�支援

利用者同士�関係を把握し、一人ひ�りが孤立せ
ず�利用者同士が関わり合い、支え合えるよう�
支援�努め�いる

22 ○関係を断ち切ら�い取組み

サービス利用（契約）が終了し�も、これま��関
係性を大切�し�がら、必要�応じ�本人・家族
�経過をフォローし、相談や支援�努め�いる

Ⅲ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向�把握

一人ひ�り�思いや暮らし方�希望、意向�把握
�努め�いる。困難�場合�、本人本位�検討し
�いる

24 ○これま��暮らし�把握

一人ひ�り�生活歴や馴染み�暮らし方、生活環
境、これま��サービス利用�経過等�把握�努
め�いる

25 ○暮らし�現状�把握

一人ひ�り�一日�過ごし方、心身状態、有する
力等�現状�把握�努め�いる

利用者様�個々�性格や利用者同士�関係性�把握�
努め、関係性を考慮した座席位置�したり、孤立したり、ト
ラブル、ケンカ等が起き�いよう�職員が常�注意を�
らっ�いる。共�助け合う関係性が出来�いる��、現在
�孤立され�いる現場�みられ�いよう�思う。２ユニット
だが、１��ユニット�フロアー�必ず集まっ�過ごされ�
いる。レクリエーション等も１８人一緒�行っ�いる。誰か１
人が体調が悪く�居室�休ん�い�も職員�聞いたり、居
室ま�見�いったり�心配し�気�かける関係性が出来�
いる。

何らか�理由�退居後�、病院や母体�老健施設へ移さ
れた方�対し��、そ�後�経過や状態を情報提供�お
願いしたりご家族�もお聞きし�いる。退居する�あたっ�
も包括支援センターや他事業所やご家族�じっくり話し合
い、協力を得�がら退居後も本人様が安全�生活�きる
よう支援し�いる。

日々�関わり�中�、一人一人�寄り添い、本人�言葉
�耳を傾け思いや希望、意向を記録し、本人本位�少し�
も実現出来るよう�ご家族�も相談し�がら、ご本人�思
い�添えるよう�努め�いる。利用者様�担当職員を決
め、馴染み�関係を�くるよう�努め�いる。

日々�かかわり�中から入居者一人ひ�り�思いをくみ
取り、言葉��表現が難しい入居者��スキンシップする
�き�仕草や表情から推察し支援���げ�いる。また職
員が元気��い�、入居者�よりよいケアを提供するこ�
が難しい�話され、職員�入居者�相性や得手不得手を
管理者が把握し、入居者�職員を大切�する姿勢がうか
がえる。

他事業所やご家族から�情報や日頃�会話や言動を把
握し、家族��コミュニケーションを�り�がら、家族から�
いただいた情報を職員�共有し、これま��生活歴�把
握�努め�いる。

日中�過ごし方、夜間�状態をしっかり�観察し、食事、排
泄、バイタルサイン�記録や特記事項を確認し�がらそ�
都度話し合い、個々�ケア�反映�きるよう�努め�い
る。本人が出来るこ�を見�け、し�いただくよう�し�い
る。ご本人�訴え���も耳を傾けるよう�努め�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

26 （10） ○チーム��くる介護計画�モニタリング

本人がより良く暮らすため�課題�ケア�あり方
��い�、本人、家族、必要�関係者�話し合い、
それぞれ�意見やアイディアを反映し、現状�即
した介護計画を作成し�いる

27 ○個別�記録�実践へ�反映

日々�様子やケア�実践・結果、気�きや工夫を
個別記録�記入し、職員間�情報を共有し�がら
実践や介護計画�見直し�活かし�いる

28 ○一人ひ�りを支えるため�事業所�多機能化

本人や家族�状況、そ�時々�生まれるニーズ
�対応し�、既存�サービス�捉われ�い、柔軟
�支援やサービス�多機能化�取り組ん�いる

29 ○地域資源��協働

一人ひ�り�暮らしを支え�いる地域資源を把握
し、本人が心身�力を発揮し�がら安全�豊か�
暮らしを楽しむこ�が�きるよう支援し�いる

30 （11） ○かかり�け医�受診支援

受診�、本人及び家族等�希望を大切�し、納得
が得られたかかり�け医�事業所�関係を築き�
がら、適切�医療を受けられるよう�支援し�いる

31 ○看護職��協働

介護職�、日常�関わり�中��らえた情報や気
�きを、職場内�看護職や訪問看護師等�伝え
�相談し、個々�利用者が適切�受診や看護を
受けられるよう�支援し�いる

日頃�生活からみえ�くる課題や、ご本人�思いや意見
を聞き、ご家族�も面会時や電話連絡時�意向をお聞き
し、サービス担当者会議、全職員��カンファレンス、管理
者、ケアマネージャー、計画担当者�、本人主体�介護計
画�作成���がるよう�支援し�いる。

本人や家族�希望が反映されたプランを作るため�、担
当職員を決め職員全員から�情報や本人、家族�意見を
集約し、ホーム長�ケアマネがプランを作成し�いる。また
状態�変化時や状態変化��い入居者��定期的�モ
ニタリングを行い、自分たち�ケア�振り返り、プラン�達
成状況�把握等を行っ�いる。職員�担当入居者を決め
るこ��、そ�職員が責任をもっ�入居者�生活全般を見
れるよう��った�話され、家族へ�情報提供�も生かさ
れ�いる。

利用者様�日々�様子やケア項目が、きちん�実地され
たかを否かを毎日カルテ�記入を行っ�いる。特変あれば
必ず記録し、申し送り�も情報共有し�いる。随時モニタリ
ングを行いカンファレンス�介護計画�見直し�活かし�
いる。

行事ご��外出、外食を行っ�いる。散歩、買物、ヤクルト
�訪問販売、美容院、床屋へ�同行。ご家族が行け�い
定期受診時�病院ま��送迎、時��同行を行っ�い
る。家族が遠方��か�か来れ�い利用者様�お墓掃
除、墓参り、買物等、そ�他出来る限り対応し�いる。

ボランティア�受け入れ、地域�祭りを見学、町内�美容
院、理髪店、歯医者利用、買い物、足湯、外食等も行っ�
いる。

ご本人やご家族�意見を考慮し、かかり�け医を決め�
いただい�いる。ご家族同行�受診�も、利用者様を病院
ま�送迎を行っ�いる。急変時、特変時��同行する。希
望される利用者�管理医�月２回�往診もある。

疾病よっ��これま��かかり�け医�継続が必要�こ�
もあり、本人や家族�思いを聞き�がら相談を受け�お
り、これま��関係を絶やさ�いよう、かかり�け医�継続
が可能�あるこ�も伝え�いる。受診�家族が同行する�
き�日ごろ�様子を伝えるこ�や家族同行が困難�場合
�職員が同行するこ�もある。また内科�ホーム医�月２
回往診し�おり、精神科�専門医が月１回往診するこ��
こ�ホーム�しっかり�した特徴�ある。

現在、看護師�常駐し�い�いが、利用者様�急変時や
熱発時�、管理医�連絡し、往診又�指示を仰ぐ。母体�
老健�師長�指示も仰い�いる。　ご本人やご家族�希
望あれば訪問看護を個々�入れ�いく予定�ある。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

32 ○入退院時�医療機関��協働

利用者が入院した際、安心し�治療�きるよう�、
又、�きるだけ早期�退院�きるよう�、病院関係
者��情報交換や相談�努め�いる。あるい�、
そうした場合�備え�病院関係者��関係�くり
を行っ�いる。

33 （12） ○重度化や終末期�向けた方針�共有�支援

重度化した場合や終末期�あり方��い�、早い
段階から本人・家族等�話し合いを行い、事業所
��きるこ�を十分�説明し�がら方針を共有し、
地域�関係者�共�チーム�支援�取り組ん�
いる

34 ○急変や事故発生時�備え

利用者�急変や事故発生時�備え�、全��職
員�応急手当や初期対応�訓練を定期的�行
い、実践力を身�付け�いる

35 （13） ○緊急時等�対応

けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等�緊急
事態�対応する体制が整備され�いる

36 （14） ○バックアップ機関�充実

協力医療機関や介護老人福祉施設等�バック
アップ機関��間�、支援体制が確保され�いる

37 （15） ○夜間及び深夜�おける勤務体制

夜間及び深夜�おける勤務体制が、緊急時�対
応したも���っ�いる

入院時�医療機関�対し�、サマリ等�情報提供や�電
話連絡、相談室へ�訪室等を行い、相談も行っ�いる。退
院時��、病院�利用者様�状態を確認、安心し�いた
だくため�面会し、退院後、ホーム��生活支援をし�いく
ため�情報、注意事項�をよく確認し�から受け入れるよ
う�努め�いる。

入居前�契約時�看取りま����たえ�おらず、重度化
した場合�母体�老健へ�移動��る場合もある、�事
業所�方針をご家族�説明し�おり、同意を得�いる。数
人が退去後、老健施設�優先し�入居し�いる。

ホーム��看取りを行っ�い�いこ�を契約時�伝え�い
る。食事が�れず、医療行為が必要��った時点�同法
人�老人保健施設��受け入れが�きるこ�を伝え�い
る。また入院された入居者��グループホーム�１か月、
同法人老人保健施設�２か月�席を有するシステムを�っ
�おり、病院退院時�入居先やサービスを探す心配を�く
し�いる。

今年度�消防�普通救命救急講習１を２月�4名受講。年
明け�順次職員参加予定。急変対応マニュアル・緊急連
絡網�作成し、各フロア�設置し�いる。

マニュアル作成し、設置し�ある。�ういった流れ�対応し
�いくかも記入され�いる。行方不明等��連絡先や名前
等が洋服等記入。ご家族�同意をいただき外出時も記入
された洋服を着用し�万が一�場合�写真も撮る。

緊急時対応マニュアルや連絡網が整備され、勉強会や研
修��職員全員�周知され�いる。消防署��救急救命
法��い�全職員が学び、緊急時�対応�きるよう体制
�整え�いる。また、外出時職員��ぐれ�もすぐ見�け
出せるよう、外出前�入居者�写真を撮っ�おり、万が一
�時�より早く安全が確保�きるよう考えられ�いる。事
前�家族へ�説明もされ�おり、同意�得�いる�話され
る。

管理医�往診や夜間対応、かかり�け医や通院先�医療
機関や母体�老健施設��支援体制が確保され�いる。

協力医療機関�し�同法人が老人保健施設を有し�おり、
日頃から交流・連携も図られ�いる。緊急時�対応や
入院時�相談、看取りが必要��った�き�支援体制も
確保され�いる。

２ユニット�夜間必ず２名�夜勤者がいるため、緊急時�
対応が可能�ある。管理者、責任者�近く�住ん�いるた
め、夜間駆け�けられる体制�ある。急変対応マニュア
ル・緊急連絡網�作成し、各フロア�設置し�ある。

こ�ホーム�２ユニット�、夜間�２名体制だが、平屋�あ
るこ�から、緊急時��共同�支援を行うこ�が可能�あ
る。また管理者が近隣�住ん�いるこ�もあり、24時間連
絡が�れるよう職員へ�配慮がされ�いる。夜勤時�不安
が少し�も軽減�きるよう、新人職員��３～４回一緒�
支援を行い、入居者�安全安心���げ�いる。緊急時
�職員間�連携が図るよう、日ごろから勉強会や研修�
繰り返し学ん�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

38 （16） ○災害対策

火災や地震、水害等�災害時�、昼夜を問わず
利用者が避難�きる方法を全職員が身��ける
��も�、地域��協力体制を築い�いる

39 （17） ○災害対策

災害時�利用者�安全確保�ため�体制が整備
され�いる

Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　
40 （18） ○一人ひ�り�尊重�プライバシー�確保

一人ひ�り�人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損��い言葉かけや対応をし�いる

41 ○利用者�希望�表出や自己決定�支援

日常生活�中�本人が思いや希望を表したり、自
己決定�きるよう�働きかけ�いる

42 ○日々�そ�人らしい暮らし

職員側�決まりや都合を優先する����く、一
人ひ�り�ペースを大切�し、そ�日を��よう�
過ごしたいか、希望�そっ�支援し�いる

「消防計画」を作成し、年２回�うち１回�夜間を想定し�
地域住民�合同�利用者様�も参加いただく避難訓練�
実施を予定し�いる。6月�水害訓練、１０月消防指導�
下、火災訓練を実施。地域住民も数名参加。実際、6月�
能登沖�地震�津波警報、避難命令が��、実際�夜間
�入居者全員�避難を実行する。実際�避難し�足り�
い部分�発見あり計画�見直しも行った。

災害マニュアルをを整備し、職員へ周知し�いる。年２回
火災を想定した避難・消火訓練を実施し�いる。訓練��
地域住民も参加し�おり、近隣�消防分団��関係も良
好�ある。今年�夜間実際�避難した経験があるこ�か
ら、こ�経験を活かし今後�体制作り�役立��いる。ま
たＡＥＤや救命救急�研修�も参加し�おり、消防隊員到
着ま��時間�職員が�きる支援を検討し訓練���げ
�いる。

事業所�耐震強度も高く、スプリンクラーを設置し�いる。
各ユニットご��避難経路図を掲示し、い��も把握�きる
よう�し�いる。緊急時�備え非常持ち出し袋を用意し�
いる。またホーム��食料や飲料水、紙おむ�等を最低
限確保し�いる。ガスや電気が止まっ�も備蓄食を用意し
�いる。簡易蓄電器、手巻きラジオ、照明、ガスコンロも設
置。持出し袋��入居者様個々�処方箋、かかり�け医、
病歴を記載された物も備え�ある。

ホーム�設備�消防�審査を受け�おり、スプリンクラー
や避難路�掲示、消火器�設置もみられる。避難袋、ヘ
ルメットガスコンロ�準備され�おり、食料品や防寒具�
常備され�おり、賞味期限�把握もある。それぞれ�入居
者�薬や家族�情報���すぐ持ち出せるよう配置され
�いる。また同法人間�バックアップも�れ�いるこ�か
ら、近隣�高齢者へ�支援ま�行う姿勢がみられる。

常�利用者様�対し��言葉�かい�注意し、人格を尊
重し、プライドを傷�けるこ���いよう�、呼称�も気を
配っ�いる。排泄誘導時�も　他者へ�配慮を考えたお声
かけするよう努め�いる。プライバシー�確保を徹底し�
いく。　居室�ドア�硝子�手作り「�れん」をかけ、花模
様�フィルムも�り、プライバシー�配慮し�いる。

入居者��信頼関係�構築され�いるが、馴れ合い��
ら�いよう、入居者一人一人�それぞれ�歩ん�きた人生
があるこ�を日ごろ�支援や勉強会、研修�学び、プライ
バシー�確保や尊厳�尊重を侵害し�いよう、支援���
げ�いる。居室�中が丸見え��ら�いよう手作り��れ
んをさげたり、居室扉�ガラス��模様が入っ�いる。ま
た名前�関し��本人や家族�意向を確認し、不快�思
いをされ�い支援を行っ�いる。

日々�関わりを大切�し�、一人一人�わかるよう�説明
し、ご本人が自己決定�きるよう�働きかけ、可能�限り
ご本人�決定し�いただくよう�努め�いる。
言葉�うまく表現�き�い利用者様��、そ�方�表情や
サイン等�思いをくみ取れるよう�、職員が気付けるよう�
努め�いる。

一日�流れ�大体決まっ�いるが、一人一人�ペースや
体調�合わせ�、無理強いするこ��く自由�すごし�い
ただけるよう�個々�支援し�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

43 ○身だし�みやおしゃれ�支援

そ�人らしい身だし�みやおしゃれが�きるよう�
支援し�いる

44 （19） ○食事を楽しむこ���きる支援

食事が楽しみ�も���るよう、一人ひ�り�好み
や力を活かし�がら、利用者�職員が一緒�準備
や食事、片付けをし�いる

45 ○栄養摂取や水分確保�支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ�
確保�きるよう、一人ひ�り�状態や力、習慣�
応じた支援をし�いる

着替え時、ご本人が自分�洋服を決め�いただい�る。ご
本人が愛用し�いるも�をご家族�持っ�き�いただい
�、好き�も�が着れるよう�支援し�いる。町内�美容
室�も馴染み�関係が出来�いる��、白髪を染めたり�
本人�自由�し�いただい�いる。お化粧を毎日されたり
スカートを毎日�かれる方もいる。

給食委員会を設置。管理者を中心�３ヶ月�1回�ペース
�委員会を開催し、メニュー内容・個々�摂取量・体重�
増減・疾患�対し��メニュー等、色々話し合い、良い食
事が提供�きるよう�努め�いる。旬�野菜、畑�育�た
野菜を一緒�収穫し�、和洋中バラエティ�富んだメ
ニューを提供し�いる。個々�食事形態が異�っ�いるた
め、刻み�したり、トロミを�けたり、体調�よっ�臨機応
変�食べやすい形態�提供させ�いただい�る。食事前
��必ず口腔体操�嚥下体操を１５分ほ�行っ�いる。
利用者様�好む音楽を流し�がら、食事を楽しん�いただ
けるよう�配慮し�いる。出来る利用者様���るべく配
膳、下膳、お茶を用意し�いただく、テーブルを拭く��をし
�いただく。食べたいも�を常�聴いたりし�がら調理師�
相談しメニューを決め�いる。週2回、朝食�パン食もあ
る。地域�方が多いため、皆様が馴染み�お店�出前も
�ったりもし�いる。

入居者�食事�リクエストやそ�時食べたい食事�メ
ニューを聞き、職員�得意料理��を勘案し、１週間ご��
メニューを決め、管理者夫婦が食材を調達し�いる。職員
が育�た季節�野菜や果物、近所から�差し入れもある。
また経営者�お料理上手�入居者�経営者�料理を楽し
み�され�いる。行事食�ある誕生日ケーキやひ�祭り�
ちらしずし���毎回手作り�行っ�おり、外食�出かけ
るこ�もある。食事形態�そ�入居者�状態�合わせるこ
��誤嚥を減らし、盛り付けや配膳、下膳やテーブルふき
��きる入居者��し�もらっ�おり、介助されるだけ�場
���く、�も�生活する場��っ�いる。

個々�合わせた食事形態�提供し�いる。嚥下能力が落
ち�いる利用者様��、トロミや刻み�し、基本的��軟
飯、軟菜、食べやすい大きさ�食材を切る、柔らかく蒸す
��配慮し�いる。体調不良�食欲が落ち�いる利用者様
��、高カロリーゼリーや高カロリードリンク��も用意し
�いる。職員�水分がきちん�摂取され�いるかをチェック
し�いる。毎月、体重測定を行い記録し�いる。定期的�
管理医�血液検査等をし�いただき、早期�異変をみ�
け対応するよう努め�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

46 ○口腔内�清潔保持

口�中�汚れや臭いが生じ�いよう、毎食後、一
人ひ�り�口腔状態や本人�力�応じた口腔ケ
アをし�いる

47 （20） ○排泄�自立支援

排泄�失敗やおむ��使用を減らし、一人ひ�り
�力や排泄�パターン、習慣を活かし�、トイレ�
�排泄や排泄�自立�むけた支援を行っ�いる

48 ○便秘�予防�対応

便秘�原因や及ぼす影響を理解し、飲食物�工
夫や運動へ�働きかけ等、個々�応じた予防�
取り組ん�いる

49 （21） ○入浴を楽しむこ�が�きる支援

一人ひ�り�希望やタイミング�合わせ�入浴を
楽しめるよう�、職員�都合�曜日や時間帯を決
め�しまわず�、個々�そった支援をし�いる

毎食後�必ず歯磨き、うがいを行っ�いる。うがい薬を毎
回使用する。義歯着用�利用者様�ケア毎�外し�いた
だき、不十分��ころ�職員がお手伝いをさせ�いただい
�いる。自分��きる方��お声かけをし、�るべく自分�
し�いただい�いる。
残歯がある場合��、歯肉等�異常が�いかを注意を
払っ�みるよう�心がけ�いる。　　　　　　　　　　　　　　　歯
茎が痩せる・義歯が割れる��義歯が合わ�く�った場合
�、速やか�ご家族�連絡し相談、同意を得�から歯科
受診する。眠前��義歯を外しポリデント洗浄を行う。うが
い後�コップ、歯ブラシ�毎回、ハイター��け�消毒乾
燥し�いる。

個々�排泄パターンを把握するため、２４時間排泄状況を
記録し、チェックし�いる。排泄�自立�むけ尿取りパッド
が必要�い�思われる方��尿取りパッドを外し�いく支
援等も行っ�る。排泄委員会�設置。個々�排泄パターン
を把握するこ��便意、尿意��い利用者様へ�お声か
けを時間をみ�がら行えたり、尿閉をしたこ��ある利用
者様��再発防止、早期発見�ため、排尿回数、排尿量
�職員全体�注意を�らっ�いる。排泄�失敗��を出来
る限り減らすよう�支援させ�いただい�いる。

ほ�ん��入居者が日中�リハビリパンツ�パットをあ�
�おり、トイレ��排泄を行っ�いる。職員�入居者�排
泄パターンを把握し�おり、自立した排泄支援���げ�
いる。排泄間隔が長い人��さりげ�くトイレへ�声かけ
を行い、排泄�失敗を減らすこ��、布パンツ��った入
居者もいる。成功体験を積み上げ、入居者が自信を取り戻
すこ�が自立�向けた取り組み�ある�話される。

排便状態も記録し、状態�応じ�、かかり�け医から処方
され�いる薬を服用し�いる。�るべく薬�頼るこ��く常
�水分摂取��気を配り、食事�も繊維質を多く含んだ食
材や乳製品を提供したり、散歩・体操や歩行・レクリエー
ション��、適度�身体を動かすこ�も心がけ�支援し�い
る。

冬季�就寝前�入浴をおこ�っ�いたが、現在�し�い�
い。ご本人�体調や、タイミングを見�入浴�声かけを
行っ�いる。週�６日入浴�日を設け�、無理強いするこ
��く、ご本人�希望�ご入浴し�いただくよう�努め�い
る。入浴��介助する職員�話をする�を楽しまれる利用
者様もおられる。

ホーム��女性職員が入浴介助を行っ�おり、男性職員
�声かけや誘導を担当し�いる。本人�思いを聞き�が
ら、自然�流れ�入浴が�きるよう促し、体調�応じ�、足
浴や清拭�変更するこ�もあるが、週２回�入浴が確保さ
れ�いる。現在�職員�配置困難から行っ�い�いが、就
寝前�入浴を提供し�いた時期があった。寝る前�入浴
し、身も心も温かい状態�入眠されるこ��夜間�徘徊や
不穏が軽減された経験があり、体制が整えば再開したい�
管理者�話され�おり、こ�点も他事業所���い特徴�
ある。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

50 ○安眠や休息�支援

一人ひ�り�生活習慣やそ�時々�状況�応じ
�、休息したり、安心し�気持ちよく眠れるよう支
援し�いる

51 ○服薬支援

一人ひ�りが使用し�いる薬�目的や副作用、用
法や用量��い�理解し�おり、服薬�支援�症
状�変化�確認�努め�いる

52 ○役割、楽しみご��支援

張り合いや喜び�ある日々を過ごせるよう�、一
人ひ�り�生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみご�、気分転換等�支援をし�いる

53 （22） ○日常的�外出支援

一人ひ�り�そ�日�希望�そっ�、戸外�出か
けられるよう支援�努め�いる。又、普段�行け
�いよう�場所�も、本人�希望を把握し、家族
や地域�人々�協力し�がら出かけられるよう�
支援し�いる

54 ○お金�所持や使うこ��支援

職員�、本人がお金を持�こ��大切さを理解し
�おり、一人ひ�り�希望や力�応じ�、お金を所
持したり使えるよう�支援し�いる

�か�か�眠れ�い利用者様��、フロア�テレビをみた
り、話をしたり、お茶を飲んだりし�いる。居室�温度や湿
度�も気を配っ�いる。各居室��温湿度計を設置し�あ
る。日中�るべく活動を促し、レクリエーション等�体を動
かす��、生活リズムを整え�昼夜逆転��ら�いよう�
支援し�いる。消灯し�も居室�テレビを観�いる方や職
員�話をし�いる方もいる。

症状や服薬�変化があった場合�、薬情を確認、情報を
共有し�いる。また誤薬が�いよう�、服用直前�2人�
職員�名前・日付・い�服用する薬かを声�出し�お互い
�復唱した後、ご本人�前�も声出し確認し�服用し�い
ただい�いる。薬�準備�段階�も管理者・責任者・夜勤
職員翌日�薬を三重�チェックし�いる。フロア��、い�
�も�ん�内容�薬かをチェック�きるよう�服薬表を設
置添付し�ある。薬を吐き出す利用者様もいるため、必ず
口腔内も確認し�いる。

ご本人�生活歴や職業歴等を、可能�限り把握�きるよう
�努め�、ご本人�自尊心を傷�け�いよう�ご本人�得
意分野��アプローチを行っ�いる。　　　　　　　　月間行
事や記念日・誕生日��イベントを行い、食事等も行事�
あった特別メニューを提供したし�がら日々�生活�変化
を持っ�いただけるよう�支援し�いる。環境委員会を設
置。利用者様�一緒�お花や野菜�世話をしたり、掃除を
したりし�いる。

利用者様�体調が良好�あれば、毎日�散歩、買物をし
�いる。すべ��入居者様が�き�いるわけ���い。ご
家族�方がまめ�来所し�いただい�外出、外泊が行わ
れ�いる。日々�利用者様��会話��かから希望をき
きだし�記録�残し、職員全体�共有し実現�きるよう�
努め�いる。ご家族�も時間を大切�優先し�いただい�
いる。個々��外出支援�きるよう努め�いる。

ご家族��外出をされる入居者もいるが、日常的��入居
者�体調や天候を見�がら、散歩や近所�商店街�出か
け�いる。自分�家が心配だ�話される入居者��職員
が同行し自分�家を見�安心される��、寄り添う支援を
行っ�いる。お花見や海岸、道�駅��買い物を楽しむ支
援も行っ�いるが、最近�足浴をした後ファミリーレストラ
ン�食事をし、大型スーパー�買い物をし�戻っ�くる外出
が好評�ある。変わった場所へ行くこ�も変化があっ�良
いが、行き慣れた場所�安心し�過ごすこ�も特�大事�
し�いる。

金銭管理能力が残っ�いる利用者様�、ご自分�買い物
出来るよう�財布�あずかっ�おらず、ご本人�任せ�い
る。他�ご利用者様�、ホーム�お小遣い帳を個々�作
成し２千円�みお預かりし�いる。買い物等�２千円が�く
�れば、ご家族�ご連絡し補充し�いただく形を�っ�い
る。金銭�出し入れがあるたび�、お小遣い帳�記入し�
いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

55 ○電話や手紙�支援

家族や大切�人�本人自らが電話をしたり、手紙
�やり取りが�きるよう�支援をし�いる

56 （23） ○居心地�よい共用空間�くり

共用�空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者��っ�不快や混乱をま
�くよう�刺激（音、光、色、広さ、温度��）が�
いよう�配慮し、生活感や季節感を採り入れ�、
居心地よく過ごせるよう�工夫をし�いる

57 ○共用空間�おける一人ひ�り�居場所�くり

共用空間�中�、独り��れたり、気�合った利
用者同士�思い思い�過ごせるよう�居場所�
工夫をし�いる

58 （24） ○居心地よく過ごせる居室�配慮

居室あるい�泊まり�部屋�、本人や家族�相談
し�がら、使い慣れたも�や好み�も�を活かし
�、本人が居心地よく過ごせるよう�工夫をし�い
る

59 ○身体機能を活かした安全�環境�くり

建物内部�一人ひ�り�「�きるこ�」「わかるこ
�」を活かし�、安全か��きるだけ自立した生活
が送れるよう�工夫し�いる

ご本人様�ご希望があればそ�都度対応し�いる。遠方
�いらしゃるご家族やご親戚から電話があればご本人�
��げ�ゆっくり�話し�いただい�いる。携帯電話を持参
され�いるかたもいる。利用者様がご家族�書いた手紙を
郵便局ま�出し�いっ�いる。
手紙�やり取りがい�ま�も続け�いけるよう�余暇�際
�、文字を書く練習をし�いる。

壁面や柱���季節感�ある創作物を一緒�制作し飾っ
たり、利用者様�居室�もご本人�一緒�制作した作品を
飾っ�いる。居室�温度�、居室�ある温湿度計を確認し
�がらご本人�も随時確認し�がら調整し�いる。照明�
朝�夜�使い分け�調整し�いる。動線��る通路�転倒
防止�ため、極力物を置か�いよう�し�いる。

リビングや廊下�木��くもりが感じられ、天窓から穏や
か�光が差し込み明るさ�確保され�いる。床�クッション
フロア��っ�おり骨折し�くいよう��っ�いる��、同
法人が建�た２か所目�グループホーム�あるこ�から、
入居者へ�配慮やこれま��経験知が随所�盛り込まれ
�いる。男性が立っ�用を足せる便器や畳スペースもあ
り、経営者�家を取り壊した際�外し�、欄間を洋風�建
物�壁�さりげ�く�め込ん�ある。廊下�片隅�置かれ
た仏像�手を合わせる入居者もおり、ソファー�もく�ろが
れる入居者�姿もあった。

適切�場所�手すり等が設置され、床もクッションフロアー
��っ�い�、万が一�転倒時も骨折し�くく�っ�いる。
段差�全く�くバリアフリー��っ�いる。足元��障害物
����るも�を出来るだけ排除し�いる。
個々�居室前��表札があり、ご自分�お部屋がわかる
よう��っ�いる。トイレ�場所も、一目�わかるよう�張り
紙がし�ある。これから�利用者様が出来るだけ自立した
生活が送れるよう�、常�利用者様目線�考え実践し�い
くよう�支援し�いきたい。ADL�低下や認知症状�悪化
�より、トイレ��排尿が困難��っ�もトイレ�近く�居
室を移動したり等、声掛け・見守り��るべくトイレ��排
尿�きるよう�お手伝いをし�いる。

余暇時�、ご本人�希望�沿っ�、フロア�設置し�ある
ソファーや畳�移動し�いただき、気兼��く過ごせるよう
�配慮し�いる。食後�談笑をされたり、テレビをみたり�
自由�過ごされ�いる。和室��冬季�炬燵も置い�く�
ろい�いただく。

お家やご家族が持っ�き�いただいた馴染み�も�や、
家族写真��を居室�置き、ご本人が安心し�過ごせるよ
う�し�いる。居室�絨毯をひいたり、ソファーを置いたり�
個々�自由�本人が心地よい空間��っ�いる。

入居者�身�回り�あった写真やテレビ、趣味�道具�
�、これま��生活�変わら�い環境を作っ�ほしい�入
居時�説明し�いる。居室��エアコン�カーテンが設置
され�いるだけ�、本人�家族が持ち込んだタンスやじゅう
たん、ベッドや布団が自由�レイアウト�きるこ�から、そ
れぞれ�部屋�個性がみられる。
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